
矢田東地域まちづくり研究会 令和６年度事業計画書 

 

【活動方針】 

  矢田東地域のこれまでの取組を大切にしながら、「安全・安心の町」「人にやさしく 

明るい町」「住み続けたい町」「教育と文化の町」「緑豊かな町」等を基本に、これからの 

矢田東地域を創造するために活動する。 

 

【事業計画】 

１ 大和川桜並木プロジェクト 

   ・「大和川桜植樹推進委員会」募金、寄付、設計、植樹活動を推進する。 

 ２ 市営住宅跡地の利用  

   ・子育て世代の誘致に資する住居系ゾーンとしての利用や、桜並木につながる道 

としての周辺の緑化・修景を促進する。 

 ３ 矢田駅・大和川プロムナードづくり 

   ・近鉄矢田駅から高架下を通り大和川を結ぶ歩行者ルートについて美化や通路・ 

段差整備を促進する。 

 ４ 歩行者の安全確保 

   ・交差点等における歩道の確保、拡幅などにより歩行者の安全を確保する。 

 ５ 防災・住環境 

   ・文化住宅・長屋の集積地、未接道宅地、行き止まり道路など住環境上の課題把握、 

水害時避難ビルの確保など防災上の対策検討を行う。 

 ６ 「矢田東地域まちづくり構想」（素案）の策定 

   ・１～５を踏まえた、まちづくり構想（素案）を策定する。 

 

【事業効果並びに達成度を測る指標】 

 第１次期間 

  ・プロジェクトチームで構想案を作成することに力点を置き、作成過程の構想案に対し、 

世話人代表会並びに構成団体からアンケートを取り、構想案に対し 80％以上の評価を 

めざす 

 第２次期間 

  ・各種団体や住民への構想案についての説明会や啓発資料等を作成し、取り組みに対し 

てアンケートを取り、80％以上の評価をめざす 




